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国東市は第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会の開催地です

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは
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大分県入賞選手（敬称略）
一般の部
 56キロ級　③高橋　純平（明治大）　　　　　 185キロ
 69キロ級　③大塚　裕也（早稲田大）　　　　 239キロ
 85キロ級　③橋本　善征（法政大）　　　　　 270キロ
105キロ級　①武田　雄大（国東農工高校教諭） 320キロ
マスターズ
 62キロ級　②吉田　三郎（スリーエス）　　　 153キロ
 69キロ級　②一宮　英昭（別大合同タクシー） 125キロ

ホーヤク祭り（帝釈天祭）
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はじめに
　国東町の高良地区に伝わる帝釈天祭は、旧暦の６月17
日の宵祭りに、帝釈天さまにお供えする供物が、小麦粉で
作った男女の生殖器を形どったものから、俗にホ－ヤク
（たわけた事）祭りとも呼ばれています。
　高良は、豊崎地区にあり、右斜面の谷あいを流れる小さ
な高良川を挟んで、高台に家が並んでいます。この小さな
集落に、天満社（現在は台風のため倒壊）・山神社・阿弥
陀堂そして帝釈堂と２つの神社と２つのお堂を有し、地区
民のあつい信仰を受けています。また、馬の背のような小
山を越えると、六郷満山末山本寺の大嶽山神宮寺が建立さ
れています。
　私が初めて高良を訪れたのは、かれこれ30年前、国東
町歴史民俗資料館に勤務して間もない頃でした。国東町の
出身ではない私にとって、国東の里で受け継がれている有
形・無形の文化財に驚き、興奮したことを鮮明に覚えてお
ります。まさに国東は、文化・文化財の宝庫であり、「野
外博物館」と称される由縁だと思いました。
　今回、ホーヤク祭りを紹介するにあたり、かつての祭り
の様子を記したいと思います。ちなみに今年のホーヤク祭
りは新暦の７月30日でした。

奇祭ホーヤク祭り
　帝釈天の祭りは、旧暦の６月と11月の２回行われ、夏祭
りがホーヤク祭りと呼ばれています。祭りは、五穀豊穣・
無病息災・家内安全・安産祈願などの諸願をかけて、神宮
寺住職が司祭者となり、執り行われ、読経のとき拍手を打
って参拝します。まさに神仏習合の世界といえましょう。

祭りの準備
　キモイリ（世話人・入札制で一番安く札を入れた人に落
ちる）は、17日の夕方までに全戸よりその年に収穫した小
麦粉２合と、神酒代として１合分のお金を集めておきま
す。夕方、キモイリの家に青年たちが集まり、神酒を飲
み、小麦粉をこね、お供えの団子作りが始まります。供物
が供物だけに、それはそれはにぎやかなこと。「お前のは
大きい、小さい。」などといいながら、作りあげていく光
景は、卑猥さは微塵も感じられず、和やかな雰囲気の中
で、作られています。しかし、どうしたことか、作るのは
男衆。女性たちは、顔を赤らめながら、できあがった供物
をゆでています。
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ウエイトリフティングの気合と迫力を堪能
第49回全九州ウエイトリフティング選手権大会を開催
　８月18日㈯、19日㈰に第49回全九州ウエイトリフティ
ング選手権大会兼第21回マスターズ選手権大会が国東市
で開催されました。
　18日午後６時からいこいの村国東マリンホールで、九
州各県の選手、大会関係者など約100人が参加して開会式
が行われました。主催者を代表して大分県ウエイトリフ
ティング協会会長の吉田忠智県議会議員が「国体会場で
行われるこの大会を大きな経験にして、リハーサル大
会・国体に向けて万全の体制を整えていきましょう。」と
あいさつ。地元を代表して高木正史副市長が「ようこ
そ、国東市へ。この大会を通して友情とふれあいの輪を
広げ、国体開催に向けた機運をさらに盛り上げていきま
しょう。」と歓迎のことばを述べました。
　この後、地元国東市の武田雄大選手（国東農工高校教
諭）が力強く選手宣誓をして19日の競技会での健闘を誓
い合いました。
　19日は午前８時30分から競技が開始され、九州各県の67

名の選手が、56キロ級
から105キロ超級まで
の８階級（一般の部・
マスターズの部）に分
かれて、日ごろ鍛えた
力と技を競いました。
　熱戦を繰り広げた結

果、沖縄県が５年連続の優
勝、準優勝は福岡県、３位
は宮崎県でした。
　大分県勢では、105キロ
級に出場した国東市の武田
雄大選手がスナッチで145
キロの大会新記録を樹立し優勝するなど、各階級で満遍
なく得点を重ね団体戦４位と健闘しました。
　この大会は両大会の開催機運の盛り上げと、競技運営
体制の習熟を図ることを目的として国体開催地である国
東市で開催されました。会場には多くの市民がこれまで
馴染みのなかったウエイトリフティング競技の観戦に訪
れたほか、11月のリハーサル大会に向けた競技アナウン
スや競技会の各種運営研修なども行われ、終日大勢の人
の熱気であふれていました。

「チャレンジ！ おおいた国体」までの各種競技会の開催予定（アストくにさき）

　団子ができあが
ると、大太鼓を打
ち鳴らし、準備が
できたことを告げ
ます。人々は、昼
なお暗い原生林の
山道を、帝釈堂め
ざして、2キロメ
ートルほど登って
いきます。

祭祀
　帝釈堂は頂上に
あり、大きな岩窟
の下に建立されて
います。いわゆる
六郷満山の寺々で
多く見られる懸屋
（岩窟から屋根を
伸ばし、背面を岩
壁にした建物）のお堂です。拝殿は、高さ３メートルほど
の梯子を上ったところにあり、岩穴を須弥壇として、武帝
を思わせる帝釈天像と仁門菩薩像の石造仏が安置されてい
ます。
　供え物は、特大型の一組の団子で、永代堂主とキモイリ
によって奉納されます。かつて、帝釈天像は、巌の中に安
置されていたといわれますが、祈願成就のお礼に今のお堂
が寄進されたといいます。
　型どおりの儀式が終わると、堂横のツボ（庭）で盆踊り
が奉納されます。原生林に響く左衛門や六調子の口説き唄
は、一種独特の雰囲気です。ナカヨカイに男衆には男のも
のの、女衆には女のものの団子が配られます。夜遅くまで
帝釈天さまの森は、和やかなときが流れていきます。
　ホーヤク祭りの起源は、定かではありません。「高地
ン、高良の子産堂。犬が鳴ったら、戸が吠えた…」等々
と、お供えの団子を見て、ホーヤク（たわけ）事の祭りと
して、冷やかし唄が残っていますが、豊かな実りを祈願す
るために、その象徴として男女の生殖器を団子に託して奉
納したと思われます。かつては、粟や稗の団子を供えてい
たことからも原始信仰と原始農耕を色濃く残した焼畑農業
の要素を持つ、きわめて貴重な祭りといえます。

おわりに
　村の小祭りが消えると「村が消える」。祭りは、その村
の誇りであり、地域の連帯感を生み出す源だと思います。
高良のホーヤク祭りが受け継がれる限り、高良の未来に向
けて、地区民の誰かが動き出すはず。ホーヤク祭りは、市
の無形民俗文化財に指定されています。文化財保護法の中
で、政府や地方公共団体の任務が明確にされています。同
時に所有者や代表者にも心構えを訓示しています。
　なによりも自分たちの地域にある文化財は自分たちで守
り継承していこうとする理念が必要となります。行政は、
受け継いでいる人々の声を聞き、文化財の保存と活用に最
大限の努力をすることが、今、求められているのではない
でしょうか。

（前国東市教育委員　金田信子）
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今年も男衆がお供えの団子を作りました

帝釈堂での盆踊りのようす（平成15年７月）

年度
平成19年度

平成20年度

開催期間
平成19年９月15日㈯
　　　　　～16日㈰
平成19年11月16日㈮
　　　　　～18日㈰
　
平成20年１月20日㈰
平成20年６月（予定）
平成20年10月４日㈯
　　　　　～６日㈪

大会名
第60回大分県民体育大会ウエイトリフティング競技会

内閣総理大臣杯第44回全日本社会人ウエイトリフティング選手権大会
チャレンジ！ おおいた国体記念杯女子ウエイトリフティング競技会
（第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技リハーサル大会）
第16回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会
第61回大分県民体育大会ウエイトリフティング競技会
第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会

開催場所
アストくにさき・アグリホール

アストくにさき・アストホール・アグリホール

アストくにさき・アグリホール
アストくにさき・アグリホール
アストくにさき・アストホール・アグリホール

１年後に迫った国体の開催に向けて、上記競技会をアストくにさきで開催します。市民の皆さんの会場での声援をお願いします。

かけ  や


